
資料 ２ ③

慶應義塾大学総合政策学部１年

久保田 圭祐

自己紹介自己紹介

久保田 圭祐 １８歳 KEISUKE_aomoriKEISUKE_aomori
【略歴】

 平成０４年 青森県青森市に生まれる 平成０４年 青森県青森市に生まれる

 平成２０年 青森市立古川中学校卒業

平成２３年 青森県立青森南高等学校卒業 平成２３年 青森県立青森南高等学校卒業

 同 年 慶應義塾大学総合政策学部入学

【部活ｅｔｃ．】

 演劇部（高校２年時に東北大会・全国大会に出場） 演劇部（高校２年時に東北大会・全国大会に出場）

 生徒会長 1



自己紹介自己紹介

久保田 圭祐 １８歳 KEISUKE_aomoriKEISUKE_aomori
【役職】

 あおもり学生プロジェクト クリエイト会長（～２０１１年３月） あおもり学生プロジェクト クリエイト会長（～２０１１年３月）

 同 上 事務局長（現在）

青 「 魅 青 づ 青森県庁「活力と魅力あふれる東青地域づくり検討
会議」 部会委員（現在）

【講演】

 慶應義塾大学「地域協働とフィールドワーク」ゲスト講師 慶應義塾大学「地域協働とフィ ルドワ ク」ゲスト講師

2

講演の様子講演の様子

２０１１年度秋学期開講（特設科目）２０１１年度秋学期開講（特設科目）

ＳＦＣ政策研究支援機構寄付講座

「地域協働とフィールドワーク」
慶應義塾大学 湘南藤沢キ ンパス １２教室慶應義塾大学 湘南藤沢キャンパス ε１２教室

平成２３年１０月１７日月曜日３時限目
【授業概要】

昨今、地域再生は、政府の重要施策の一つである。特に、地域の多様な主体のつ

ながり 協働によって問題を解決するための手法に注目が集まっている また 地ながり、協働によって問題を解決するための手法に注目が集まっている。また、地
域再生における主体としての大学への期待はますます高まるばかりである。そこで、
本授業では、SFC政策研究支援機構で実績のあるプロジェクトを紹介し、地域協働

をもたらすための具体的方策 フィールドワークやアクションリサーチの技法を学をもたらすための具体的方策、フィールドワークやアクションリサーチの技法を学
び、社会イノベータとして必要な実践知を学ぶことを目的とする。
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講演の様子講演の様子
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講演の様子講演の様子
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参加報告

6

参加報告参加報告

第 ダ 養成塾第７回日本の次世代リーダー養成塾
 平成２２年７月２８日～８月１０日 平成２２年７月２８日～８月１０日

 福岡県宗像市「グローバルアリーナ」

 ２０都道府県２カ国から１８０名が参加

 本県からは初の参画枠として７名が参加 本県からは初の参画枠として７名が参加

 ２３名の講師による講義

ハイスク ル国会（２回目 多党制） ハイスクール国会（２回目、多党制）

 次世代みそ汁コンテスト（初）

 浪曲ワークショップ（初） 7



参加報告参加報告

印象 残 た講義印象に残った講義

２１世紀のリーダーになるための７つの条件２１世紀のリ ダ になるための７つの条件
佐賀県知事 古川 康 先生

選挙に勝つには？ 選挙に勝つには？

⇒５人いれば選挙に勝てる！

成功 成功した人とは？

⇒成功するまでやった人

 知事になって辛かったことは？

⇒家族がいじめられること

http://www.taolab.com/vegiemag/tra/archives/2011/
04/post_768.php
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参加報告参加報告

浪曲ワークショップ
 佐賀・波戸岬少年自然の家で実施 佐賀・波戸岬少年自然の家で実施

 「クラスが初めて団結するプログラム」

 作文「偉人と私が対話したら」を宿題として課す

 偉人は自分の生まれた地域の偉人とする 偉人は自分の生まれた地域の偉人とする

 各クラスで最優秀作品を選出し、それを浪曲にす
るる

県立木造高校 亀山恵佑さん 9



参加報告参加報告

浪曲ワークショップ

組 題材 組 題材

１ 福澤 諭吉 ５ 三上剛太郎１ 福澤 諭吉 ５ 三上剛太郎

２ 寺山 修司 ６ 津軽為信２ 寺山 修司 ６ 津軽為信

３ 緒方 洪庵 ７ 山崎 宗次

４ 木村 秋則 ８ 中川五郎治
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参加報告参加報告

ハイスクール国会

地域
高校教育

活性化
高校教育

高齢社会 国際交流
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参加報告参加報告

ハイスクール国会

•プレチーム（５人で構成）

•分野チーム（１０人で構成）

•政 党（２０人で構成）

•総理大臣（１８０人から選出）
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参加報告参加報告

ハイスクール国会

ポン元気党ニッポン元気党
分野 高齢社会 地域活性化分野：高齢社会＋地域活性化

キャッチフレ ズキャッチフレーズ
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参加報告参加報告

ハイスクール国会

ニッポン元気党の方針
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参加報告参加報告

ハイスクール国会
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参加報告参加報告

ハイスクール国会
評 価評 価

 どの政策もユニークである

 税制改革など財政を裏打ちしている

開票結果

 ニッポン元気党が第一党に選ばれる ニッポン元気党が第 党に選ばれる

 内閣総理大臣に久保田を選出
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参加報告参加報告
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参加報告参加報告

党
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記
念念
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影影
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参加報告参加報告

次世代みそ汁コンテスト
 フンドーキン醤油㈱創立１５０周年記念 フンドーキン醤油㈱創立１５０周年記念

 家庭や地域に根付くみそ汁のレシピを調べる

 クラスごとに調理

 プレゼン班、調理班に分かれる プレゼン班、調理班に分かれる

⇒プレゼンリーダーを拝名

審査を実施し 各賞を決定 審査を実施し、各賞を決定
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参加報告参加報告

次世代みそ汁コンテスト次世代みそ汁コンテスト
ふぁみそ汁
 テーマ

家族
 コンセプト

小さい子どもからお年寄りまで食べやすいみそ汁
ダシ ダシ
いりこ・こんぶ・かつお
食材 食材
紅だんご（にんじん、しいたけ、小麦粉）白だんご（豆腐、
じゃがいも 小麦粉）いんげん ごまペ ストじゃがいも、小麦粉）いんげん、ごまペースト
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参加報告参加報告
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参加報告参加報告

次世代みそ汁コンテスト
 審査の結果 我がクラスは 最優秀賞を受賞 審査の結果、我がクラスは、最優秀賞を受賞
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参加報告参加報告

第７回日本の次世代リーダー養成塾
 期間中７人が目立ちまくり！青森県人は「濃い」！ 期間中７人が目立ちまくり！青森県人は「濃い」！

 人生の中での「契機」になるだろう

 ディスカッション技術の向上に有用であった

 一生の仲間ができた！ 生の仲間ができた！

 真の「リーダー」とは何かを考えるキッカケになっ
たた
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参加報告参加報告

そ 後その後・・・
【報 道】【報 道】

 西日本新聞「電波塔」に掲載

 毎日新聞九州版にインタビューが掲載 毎日新聞九州版にインタビューが掲載

 朝日新聞青森県版「人きらり」に掲載

青森朝日放送「Ｍ に出演 青森朝日放送「Ｍｅｓｓａｇｅ」に出演

【私生活】

 学んだことを糧に、引き続きクリエイトを牽引

 ＡＯ入試で慶應義塾大学総合政策学部に入学ＡＯ入試で慶應義塾大学総合政策学部に入学
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あおもり学生プロジェクトクリエイト
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あおもり学生プロジェクト クリエイトあおもり学生プロジェクト クリエイト
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あおもり学生プロジェクト クリエイトあおもり学生プロジェクト クリエイト
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あおもり学生プロジェクト クリエイトあおもり学生プロジェクト クリエイト
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あおもり学生プロジェクト クリエイトあおもり学生プロジェクト クリエイト
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あおもり学生プロジェクト クリエイトあおもり学生プロジェクト クリエイト

30

あおもり学生プロジェクト クリエイト

２０１１年度活動実績

あおもり学生プロジェクト クリエイト

２０１１年度活動実績
 ５月４日 中心商店街月 中 商店街

ＡＯＭＯＲＩ春フェスティバルに技術協力

 ８月２日～６日 パサージュ広場 ８月２日 ６日 パサ ジュ広場

「しんまち まちなかラジオ局」を開局

１０月８日 中心商店街 １０月８日 中心商店街

「青い森のハロウィン光のパレード」に参加

 １０月２２日～２３日

「あおもりＩＣＴクラウドフェスタ」に出展

ありがとうございます 31



あおもり学生プロジェクト クリエイトあおもり学生プロジェクト クリエイト

地域活性化＝人づくり
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あおもり学生プロジェクト クリエイトあおもり学生プロジェクト クリエイト

今後の展望
平成２４年度ビジョン平成２４年度ビジョン

私が動いて 地域が変わる私が動いて、地域が変わる
―若者が協働し育つ 地域社会づくり―若者が協働し育つ、地域社会づくり  

① 青森市中心商店街 活性化活動① 青森市中心商店街の活性化活動

② 青森の魅力発信

③ 活動を通じた人財育成 33



あおもり学生プロジェクト クリエイトあおもり学生プロジェクト クリエイト

今後の展望
 資金と人の確保に努める 資金と人の確保に努める

 民間企業や行政機関との連携を図る

 平成２５年度までにＮＰＯ法人化（青少年育成・地
域活性化）

 将来的には認定ＮＰＯ法人も視野に

34

大学における動向
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大学における動向大学における動向

慶應義塾大学総合政策学部
１９９０年 神奈川県藤沢市に開設 １９９０年、神奈川県藤沢市に開設

 様々な学問を横断的に学べる学部（当時日本初）

 日本で初めて受験者を学力だけではなく総合的
に判断するアドミッションズ・オフィス（ＡＯ）入試に判断するアドミッションズ オフィス（ＡＯ）入試
を導入

 竹中平蔵氏 浅野史郎氏などが教壇に立つ 竹中平蔵氏、浅野史郎氏などが教壇に立つ
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大学における動向大学における動向

慶應義塾大学総合政策学部
 大学では 地域活性化の研究会に所属 大学では、地域活性化の研究会に所属

 今夏、山形県鶴岡市に合宿し、地元高校生と「地
域ブランド化」について話し合い 行政に提案域ブランド化」について話し合い、行政に提案。

 秋学期からは長崎県新上五島町での地域活性化
プロジ クトに所属プロジェクトに所属。

 地域を担う高校生の育成を目的とした地域活性
化活動「高校生みらいプ ジ クト（仮） を立ち上化活動「高校生みらいプロジェクト（仮）」を立ち上
げる予定（鶴岡市を軸に調整中）。
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ご提案
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ご提案ご提案

リ ダ 塾は 参加した人の視野を広げる リーダー塾は、参加した人の視野を広げる

しかし・・・しかし
 参加費用１０万円

⇒本県の経済状況を見ても参加できる人は少な⇒本県の経済状況を見ても参加できる人は少な
◆いと察する

青森県で独自にリーダー養成塾青森県で独自にリ ダ 養成塾
を開催してはどうか
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ご提案ご提案

他県 事例他県の事例

 福岡県「アンビシャスの翼」（青少年Ａ運動推進福岡県 アン シャ 翼」（青少年 運動推進
室）

 大分県「少年の船」（私学振興・青少年課） 大分県「少年の船」（私学振興 青少年課）

青森県には魅力的な人がたくさん

青森の若者に刺激を！！！！！！！青森の若者に刺激を！！！！！！！
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これからの夢これからの夢

就職は未定 就職は未定。。。

⇒教職？県職員？広告代理店？大学院？政治家？

 クリエイトを通して、高校生に「感動」を伝えたい。
また、街を元気にしたい。

 「あおもり学会」をつくって、青森の未来について
皆と語りたい。

 ねぶたに若者の参加を促したい。

⇒「ねぶた＋食農＋観光＋地元の若者」プロジェクト⇒「ねぶた＋食農＋観光＋地元の若者」プロジェクト
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Thank you !Thank you !
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